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報道関係各位      配布先：文部科学省記者クラブ 
 宮 城 県 政 記 者 会 

 
 2004年11月 11日                                                  

東 北 大 学 
 
 

東北大学 100 周年キャンペーンを開始 

―TOHOKU UNIVERSITY, CREATING GLOBAL EXCELLENCE― 

～東北大学は世界最高水準の研究・教育を創造します～ 

をスローガンに展開 

  
 
 
 東北大学（仙台市、総長：吉本高志）では2007年6月22日の創立100周年を迎えるにあたって、「東北
大学100周年キャンペーン」を開始いたします。 
 本学は、本年4月に国立大学法人として新たなスタートを切り、現在、「学際的視野に立った、国際競争
力のある研究・教育拠点」として発展していくために様々な取り組みを行っています。 

100 周年を契機に、東北大学のオリジナリティをさらに強化し、世界最高水準の研究･教育を創造して
まいります。 
 
 
◆「東北大学100 周年キャンペーン」について 
１．キャンペーンの目的  
   東北大学が次の100 年間でめざすことを広く国内外にアピールすることで、東北大学のブランド力 
    を強化します。 
 
２．キャンペーンのスローガン 
   TOHOKU UNIVERSITY, CREATING GLOBAL EXCELLENCE 

  ～東北大学は世界最高水準の研究・教育を創造します～ 
 
３．キャンペーン期間 
   2004 年 11月～2007年 8月までの約 3年間を予定 
 
４．主な事業 
   （１）新たなロゴの制作 

 東北大学が次の100年間でめざすことを形に表わすもので、学生も加えた学内のチームと世 
 界の一流デザイナーとのコラボレーションで制作。2005 年 3 月に完成・披露し、４月から使用
 開始予定。 
（２）東北大学100 周年記念セミナー「科学が次の100 年でつくり出せること」の開催 
   目的：次の100 年間に人類社会が直面する課題に対し、科学がどこまでどのような貢献をなし 
       得るのかを探求します。 
   日程：2006 年 3月まで、5回シリーズで東京で開催。 
         第 1回は、2005年1 月25日(火)に「ナノが創る未来の世界～機械工学の挑戦～」を 
      テーマに行い、その後、4月、7月、10月、2006年 1月に開催の予定。 
 
 

全学あげて「新ロゴ」制作にも着手 
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（３）メールマガジンの発行 
 大学と卒業生を結ぶ新しいネットワークづくりとともに、研究・教育や学生の活動など東
 北大学の情報をタイムリーに伝えていきます。 

     ※初めに卒業生を対象に発行し、次いで学生・保護者・教職員にも対象を拡げ、さらに将来 
    は、学外にも東北大学発の情報を発信するツールとして育てる予定。 
  
 これらに加え、「東北大学 100周年キャンペーン」として、次を企画中です。 

・ 産学連携シンポジウム 
・ 国際学術シンポジウム 
・ 記念特別展 
・ スポーツイベント 
・ 市民との共催イベント  等 
 

第一弾として、「東北大学講演会――知を礎にはばたく」を、来る11 月 22 日（月）13:00～16:40 に経団
連会館（東京・大手町）で開催します。庄子哲雄教授（工学研究科）が「新機能・高信頼性を支える機械工
学フロンティア」について講演するのをはじめ、人文・社会科学から自然科学にわたる5人の研究者によ
る講演を行ないます。（別添「参考資料」参照） 
 
 
◆変わりつつある東北大学 ～法人化後、半年を経て～ 
 本年 4 月の法人化以降、東北大学は「学際的視野に立った、国際競争力のある研究・教育拠点」として
発展していくために様々な取り組みを行っています。 
 研究面では、鈴木厚人教授（理学研究科）の研究グループの論文が物理学分野で引用数世界一にな
ったことが発表されたのをはじめ、多くの分野で世界的水準の成果を挙げつつあります。 
 
１．研究における長期戦略の取り組み ～ポストCOE「高等研究教育院」（仮称）の設立を構想～ 

現在、各大学で実施している「21世紀 COE」プロジェクトは 3～5年後には終了しますが、その後の構 
  想はどうあるべきかが大きな課題となっています。 

そこで本学では、１３の「21世紀COE」プロジェクトや「先進医工学研究機構（TUBERO）」プロジェクトの 
成果を基礎にして、世界的水準の研究を組織的に継続するために、最先端の学際融合領域の研究・ 
教育拠点たる「高等研究教育院」(仮称)を設立し、海外の研究教育機関や企業との緊密な連携の下に 
運営するという構想を立てています。 

 
２．教育における先進的取り組み  
 ①「会計大学院」の発足 
  本年 4月設立の「法科大学院」、「公共政策大学院」に次ぐ、本学3番目の専門職大学院「会計大学 
  院」が 2005 年4月に発足する見込みです。これは日本で初めての会計専門職大学院です。 
 ②「高等教育開発推進センター」の設置 
  本年 10月には、「高等教育開発推進センター」を設置しました。将来はこれをさらに発展させて、広く 
  社会人や市民に高度の教育の機会を提供する「エクステンション・スクール」の機能を持たせることも 
  検討中です。 
 
 
 
 

 この件に関するお問い合わせ先 

 東北大学 広報・情報部 022-217-4817 菅原・目黒・邉見・宇部 まで 
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 2004年11月 11日                                                 

東 北 大 学 
 

「東北大学講演会――知を礎にはばたく」開催のお知らせ 
～東北大学 100周年キャンペーン第１弾～ 

 
 
 

「東北大学講演会」は、社会の第一線でご活躍の皆様方に本学の最先端研究を紹介するものです。今
回は「東北大学100周年キャンペーン」の第一弾と位置付け実施します。ぜひとも幅広い方にご参加して
いただきたく、貴媒体にて以下のご案内をお願い申し上げます。 
 
概要 
◆タイトル：「東北大学講演会――知を礎にはばたく」 
 
◆日時：2004年11月22日（月） 13:00～16:40 
 
◆会場：経団連会館 １４階ホール   東京都千代田区大手町1-9-4 TEL:03-5204-1757 
 
◆参加費：無料 
 
◆主催：東北大学 
 
◆後援：東北大学全学同窓会 
 
◆プログラム 
（１）庄子 哲雄（工学研究科教授）：「新機能・高信頼性を支える機械科学フロンティア」    
 
（２）菅村 和夫（医学系研究科教授）：「免疫疾患と遺伝子治療」 
 
（３）大谷 栄治（理学研究科教授）：「地球の進化から地球の未来を観る」 
 
（４）辻村 みよ子（法学研究科教授）：「２１世紀の社会とジェンダー」 
     ‐男女共同参画への法学的アプローチ‐ 
（５）堀江 薫（高等教育開発推進センター教授）：「言語の多様性と外国語習得」 
        ‐「言語・認知総合科学」の視点‐ 
 
◆参加方法：直接会場にお越しください。 
 
◆本講演会についてのお問合せ先： 東北大学 総務部 
            ＴＥＬ：０２２－２１７－５０５９（土日祝日除く、9:00～17:00） 
 
◆詳細はホームページへ http://www.tohoku.ac.jp/ 

 

    このリリースに関するお問い合わせ先 
    東北大学 広報・情報部 022-217-4817 菅原・目黒・邉見・宇部 まで 
 

参考資料 


